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県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
の
事
業
紹
介
�

特集�学習振興課�

●
自
分
の
希
望
す
る
学
習
を
見
つ
け
�

て
み
ま
せ
ん
か
�

〜
い
き
い
き
県
民
カ
レ
ッ
ジ
�

の
拡
充
〜
�

　
平
成
四
年
か
ら
開
学
し
た
県
知
事
を
�

学
長
と
す
る
「
い
き
い
き
県
民
カ
レ
ッ
�

ジ
」
も
八
年
目
に
入
り
、
ま
す
ま
す
内
�

容
が
充
実
し
て
き
ま
し
た
。
「
い
つ
で
�

も
、
ど
こ
で
も
、
自
分
の
希
望
す
る
も
�

の
を
学
び
た
い
」
と
い
う
県
民
の
要
望
�

に
応
え
る
た
め
に
実
施
機
関
の
協
力
を
�

得
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
事
業
で
す
。
�

平
成
十
一
年
七
月
現
在
協
力
い
た
だ
い
�

総
講
座
数
は
七
八
六
講
座
で
す
。
�

単
位
数
に
応
じ
六
種
類
の
奨
励
証
が
交
�

は
一
三
〇
、
六
三
七
人
で
す
。
�

て
い
る
実
施
機
関
は
一
一
七
機
関
あ
り
、
�

付
さ
れ
ま
す
。
�

ま
で
に
カ
レ
ッ
ジ
を
受
講
さ
れ
た
方
�

　
今
後
も
実
施
機
関
の
御
理
解
と
御
協
�

ジ
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
�

て
い
ま
す
。
�

力
を
得
な
が
ら
、い
き
い
き
県
民
カ
レ
ッ
�

●
学
校
教
育
に
向
け
た
発
信
�

〜
完
全
学
校
週
五
日
制
に
向
け
た
�

研
修
内
容
〜
�

　
今
年
度
は
、
市
町
村
の
行
政
担
当
者
�

向
け
の
研
修
の
充
実
を
図
る
ほ
か
に
、
�

「
完
全
学
校
週
五
日
制
、
総
合
学
習
の
�

導
入
に
向
け
て
学
校
と
地
域
社
会
が
ど
�

う
連
携
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
」
に
焦
�

点
を
当
て
た
研
修
の
充
実
を
図
っ
て
い
�

ま
す
。
特
に
、
「
生
涯
学
習
関
連
施
設
�

職
員
等
研
修
会
」
に
は
、
多
く
の
教
員
�

の
方
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
�

　
今
年
度
初
め
て
生
涯
学
習
に
携
わ
る
�

こ
と
に
な
っ
た
行
政
職
員
対
象
の
「
生
�

涯
学
習
指
導
者
研
修
会
初
級
コ
ー
ス
」、
�

生
涯
学
習
担
当
経
験
者
対
象
の
「
生
涯
�

学
習
指
導
者
セ
ミ
ナ
ー
」
い
ず
れ
に
お
�

い
て
も
、
学
校
と
地
域
社
会
の
連
携
に
�

焦
点
を
合
わ
せ
た
研
修
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
�

に
組
み
入
れ
て
い
ま
す
。
�

・
新
潟
ふ
る
さ
と
人
物
講
座
�

　
今
年
度
は
郷
土
に
深
く
か
か
わ
り
の
�

あ
る
人
物
に
目
を
向
け
、
新
潟
県
の
先
�

し
て
特
別
公
開
講
座
と
し
て
「
蕗
谷
虹
�

児
」
の
計
六
人
に
光
を
当
て
、
そ
の
業
�

績
と
人
と
な
り
と
と
も
に
ふ
る
さ
と
と
�

の
か
か
わ
り
方
を
学
び
ま
す
。
現
在
二
�

一
三
人
の
方
が
受
講
し
て
い
ま
す
。
�

　
な
お
、
特
別
公
開
講
座
は
十
一
月
七
�

日
（
日
）
の
午
後
一
時
半
か
ら
三
時
半
�

ま
で
中
条
町
産
業
文
化
会
館
で
開
催
し
�

ま
す
。
募
集
要
項
は
十
月
初
旬
に
出
ま
�

す
の
で
、
別
途
申
込
み
く
だ
さ
い
。
�

金
井
町
に
移
し
ま
し
た
。
高
齢
社
会
・
�

介
護
の
問
題
を
切
り
口
に
「
女
性
も
男
�

性
も
共
に
よ
り
よ
く
生
き
る
社
会
と
は
�

ど
う
あ
る
べ
き
か
」
に
つ
い
て
学
ん
で
�

い
ま
す
。
�

　
佐
渡
島
内
の
方
を
中
心
に
四
十
名
の
�

方
が
受
講
し
て
い
ま
す
。
�

・
す
こ
や
か
コ
ー
ル
子
育
て
電
話
相
談
�

　
乳
幼
児
か
ら
青
少
年
ま
で
の
子
ど
も
�

を
も
つ
親
を
対
象
に
、
子
育
て
の
悩
み
�

や
不
安
の
相
談
に
応
え
ま
す
。
匿
名
で
�

結
構
で
す
し
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
�

　
専
門
家
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
カ
�

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
申
込
み
も
受
け
付
け
て
�

い
ま
す
。
申
込
先
は
、
電
話
相
談
・
カ
�

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
共
に
、
�

〇
二
五-

二
八
三-

一
一
五
〇
（
イ
イ
コ
�

ヲ
）
� 時　間�

火・水�

金�

土�

13:00～19:00

9:00～15:00

保育・家庭教育関係�

母子保健関係�

子育て全般�

曜 日� 相 談 内 容�

情報紙「生涯学習にいがた」２５号� 平成１１年７月発行�

・
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
�

すこやかコール　025-283-1150

　
今
年
は
会
場
を
新
潟
市
か
ら
佐
渡
郡
�

　「
会
津
八
一
」「
富
岡
惣
一
郎
」「
鈴
木
�

牧
之
」「
宮
　
柊
二
」「
相
馬
御
風
」、
そ
�

人
達
の
営
み
を
次
世
代
に
伝
え
、ふ
る
さ
�

と
新
潟
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ま
す
。
�

●
多
く
の
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
�

ま
す
�た

事
業
の
い
く
つ
か
を
紹
介
�

〜
県
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
し
�

し
ま
す
〜
�

　
一
時
間
一
単
位
が
認
定
さ
れ
、
取
得
�

　
な
お
、
平
成
四
年
か
ら
十
一
年
三
月
�



－3－�

情報紙「生涯学習にいがた」２５号� 平成１１年７月発行�

学習情報課�

●
生
涯
学
習
に
関
す
る
総
合
的
な
情
�

報
の
提
供
�

〜
ラ
・
ラ
・
ネ
ッ
ト
と
�

ニ
ル
ス
・
プ
ラ
ン
〜
�

　
県
民
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
�

生
涯
学
習
に
関
す
る
情
報
を
手
に
入
れ
�

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
、
コ
ン
ピ
�

ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
�

情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
運
営
�

し
て
き
ま
し
た
。
�

　
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
案
内
情
報
は
、
�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
パ
ソ
コ
ン
通
信
の
�

両
方
で
提
供
し
て
い
ま
す
。（
ラ
・
ラ
・
�

ネ
ッ
ト
）
ま
た
、
県
立
近
代
美
術
館
の
�

所
蔵
作
品
な
ど
学
習
に
利
用
で
き
る
資
�

料
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
提
供
し
て
い
�

ま
す
。（
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
デ
ー
タ
ベ
�

ー
ス
）
�

　
情
報
の
収
集
や
更
新
が
、
本
シ
ス
テ
�

ム
の
命
で
す
。
推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
�

情
報
収
集
に
努
め
て
い
ま
す
。
�

　
現
在
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
端
末
か
ら
�

ラ
・
ラ
・
ネ
ッ
ト
情
報
の
一
括
登
録
・
�

修
正
が
行
え
る
よ
う
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
�

改
良
を
進
め
て
い
ま
す
。
市
町
村
に
お
�

い
て
は
、
ホ
ッ
ト
な
情
報
を
で
き
る
だ
�

け
早
く
登
録
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
�

研
修
の
機
会
を
設
け
た
り
、
視
聴
覚
教
�

育
主
事
共
々
サ
ポ
ー
ト
に
あ
た
っ
て
い
�

き
ま
す
。
�

〜
学
習
相
談
〜
�

●
生
涯
学
習
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
�

悩
み
に
応
じ
ま
す
�

　
生
涯
学
習
関
係
者
や
県
民
か
ら
の
相
�

談
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
�

ま
な
講
師
や
指
導
者
な
ど
の
人
材
情
報
�

の
収
集
・
整
理
、
な
ら
び
に
「
学
社
融
�

合
」「
男
女
共
同
参
画
」
と
い
っ
た
現
代
�

的
課
題
に
応
じ
た
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
�

収
集
・
提
供
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
�

　
資
料
閲
覧
室
に
は
、
上
記
の
資
料
が
�

見
つ
け
や
す
い
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
お
�

い
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
県
内
の
全
市
�

町
村
や
全
国
都
道
府
県
の
情
報
ボ
ッ
ク
�

ス
も
あ
り
、
誰
で
も
自
由
に
資
料
を
見
�

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
�

　
そ
の
他
、
新
潟
県
内
や
東
京
都
の
美
�

術
館
・
博
物
館
等
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
�

旅
行
雑
誌
な
ど
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
�

　
こ
こ
二
・
三
年
は
、
県
内
の
さ
ま
ざ
�

（
詳
し
く
は
八
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
�

●
新
し
い
情
報
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
�

た
生
涯
学
習
の
支
援
�

　
県
内
の
社
会
教
育
施
設
が
所
蔵
し
て
�

い
る
作
品
や
資
料
（
映
像
、
音
声
、
動
�

画
）
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
提
供
し
て
�

い
ま
す
。
簡
単
な
検
索
方
法
で
、
ど
な
�

た
に
も
利
用
で
き
ま
す
。
�

　
ま
た
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
用
�

い
た
「
遠
隔
学
習
」
を
企
画
し
た
り
、
�

コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
を
し
て
い
ま
す
。
公
�

民
館
や
学
校
の
学
習
者
の
要
請
を
受
け
�

て
、
相
手
役
と
な
る
社
会
教
育
施
設
を
�

探
し
、
紹
介
し
て
い
ま
す
。
�

　
詳
し
い
こ
と
や
遠
隔
学
習
を
希
望
す
�

る
場
合
は
、
当
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
�

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
�

●
地
域
の
視
聴
覚
メ
デ
ィ
ア
利
�

用
環
境
整
備
担
当
者
の
資
質
�

向
上
を
目
指
し
て
�

〜
視
聴
覚
教
育
�

メ
デ
ィ
ア
研
修
〜
�

　
視
聴
覚
教
育
メ
デ
ィ
ア
研
修
が
�

変
わ
り
ま
す
。
�

　
こ
の
研
修
は
、
生
涯
学
習
の
立
�

場
で
、
行
政
及
び
社
会
教
育
施
設
�

や
学
校
で
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を
中
�

心
と
し
た
各
種
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
�

環
境
を
管
理
・
運
営
す
る
立
場
に
�

あ
る
職
員
の
知
識
と
技
能
の
向
上
�

を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
�

で
す
。
�

　
概
論
で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
�

築
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
問
題
、
著
作
�

権
に
関
わ
る
問
題
、
各
種
メ
デ
ィ
�

ア
を
利
用
し
た
事
例
等
に
つ
い
て
�

研
修
し
ま
す
。
�

　
特
論
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
�

評
価
と
作
成
を
中
心
に
実
技
研
修
�

を
行
い
ま
す
。
�

　
研
修
が
概
論
（
二
日
間
）
と
特
�

論
（
二
日
間
）
に
分
か
れ
ま
し
た
。
�ホームページでも情報を提供しています。　http://www.lalanet.gr.jp/nlpc・index.html

〜
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
デ
ー
タ
�

ベ
ー
ス
と
遠
隔
学
習
〜
�

ニルス・�
プラン�
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平成１１年７月発行�情報紙「生涯学習にいがた」２５号�

〜
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
制
度
〜
�

【津南町】�
　
学
校
は
、
す
で
に
学
校
独
自
の
�

「
人
材
情
報
網
」
を
も
っ
て
、
地
�

域
の
方
か
ら
協
力
い
た
だ
い
て
い
�

る
と
こ
ろ
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
�

し
か
し
、
子
ど
も
達
の
学
習
意
欲
�

が
高
ま
る
に
つ
れ
て
、
学
校
が
把
�

握
し
て
い
る
人
材
情
報
だ
け
で
は
、
�

子
ど
も
達
の
学
習
要
求
に
十
分
応
�

え
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
�

ま
た
、
小
規
模
校
は
（
津
南
町
の
�

全
小
中
学
校
の
う
ち
、
七
十
％
が
�

小
規
模
校
で
す
）
中
・
大
規
模
校
�

に
比
べ
て
学
区
内
の
人
材
情
報
が
�

限
ら
れ
て
い
ま
す
。
�

　
町
に
は
「
津
南
町
人
材
バ
ン
ク
」
�

が
あ
り
、
専
門
的
な
知
識
や
経
験
�

を
お
も
ち
の
方
が
百
六
十
名
ほ
ど
�

　
・
各
種
生
涯
学
習
サ
ー
ク
ル
に
�

入
り
、
楽
し
み
な
が
ら
自
分
�

に
磨
き
を
か
け
て
い
る
人
�

　
・
自
分
の
経
験
や
特
技
を
伝
え
�

た
い
と
い
う
意
欲
を
お
も
ち
�

の
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
�

　
・
自
分
の
特
技
や
経
験
な
ん
て
�

な
ど
が
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
�

こ
う
い
っ
た
方
々
す
べ
て
を
津
南
�

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
探
し
は
骨
の
折
�

れ
る
仕
事
で
す
。
な
か
な
か
見
つ
�

か
ら
ず
、
途
方
に
暮
れ
そ
う
な
と
�

き
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、
不
思
議
�

な
こ
と
に
必
ず
見
つ
か
り
ま
す
。
�

れ
あ
い
の
成
果
な
の
で
す
。
�

　
学
校
が
独
自
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
�

を
探
し
て
交
渉
し
て
も
、
制
度
に
�

適
用
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
�

も
ち
ろ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
�

要
請
を
断
る
こ
と
も
自
由
で
す
。
�

こ
の
よ
う
な
自
由
な
ス
タ
ン
ス
で
�

い
ま
す
。
あ
る
校
長
先
生
が
「
こ
�

の
ゆ
る
や
か
な
考
え
方
が
い
い
」
�

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
�

　
こ
の
制
度
を
通
し
て
、
�

　
・
子
ど
も
達
の
学
習
意
欲
に
応
�

え
る
�

　
・
町
民
の
生
涯
学
習
の
場
�

　
・
子
ど
も
達
へ
の
地
域
の
教
育
�

力
の
ア
ッ
プ
�

の
一
石
三
鳥
効
果
を
期
待
し
て
い
�

ま
す
。
�

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
他
に
も
、
�

町
で
は
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
�

人
材
情
報
網
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。
�

た
い
し
た
こ
と
で
は
な
い
と
謙
�

遜
し
て
お
ら
れ
る
町
民
の
方
�

　
今
年
度
は
、派
遣
さ
れ
る
ボ
ラ
ン
�

テ
ィ
ア
を
対
象
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
�

修
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。ボ
ラ
�

ン
テ
ィ
ア
の
資
質
を
向
上
さ
せ
る
と
�

民
）」に
と
っ
て
有
意
義
な
制
度
に
発
�

展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

校
」「
子
ど
も
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
町
�

を
こ
の
制
度
に
反
映
さ
せ
て
、「
学
�

と
も
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
自
身
の
声
�

津南町の人材情報網�

その他の人材情報�

口コミ、役場職員、�
公民館講座参加者、�

(生涯学習サークル、�

老ク等)

津南町人材バンク�
学校の人材情報�
(学校人材バンク)

活動費（2,000円）の支給⑤�
実
施
報
告
書
提
出
④
�

交
渉
②
�

交
渉
②
�

ボランティア派遣申請①�

学校支援ボランティア派遣制度�

生涯学習課� 学校�

ボランティア研修� 開かれた学校�
◎学校教育・子ども�
支援�

◎町民の生涯学習�

子どもの感想・意見�

学社融合担当者会議(お互いの声・ボランティアの声)

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
③
�

町民がどんどん学校に入る・・・町民の学校理解・子ども理解を図る�
地域の教育力の再生につながる・・・子どもたちの教育環境が向上する�

町民の学校教育への建設的な意見・取組�

学校の任務のスリム化�

他の取組� 町民の家庭教育・地域教育への自覚�

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
化
�

いたします。一つは、人材情報バンクを設け地域の人材を�

しが先生です�

行
政
職
員
と
町
民
と
の
日
々
の
ふ
�

積極的に活用している三和村の事例を紹介いたします。�

町
民
先
生
大
活
躍
�
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ふ
る
さ
と
学
校
�
〜
地
域
を
あ
げ
て
子
ど
も
を
育
て
る
活
動
〜
�

【三和村】�
　
昭
和
三
十
年
に
三
つ
の
村
が
合
�

併
し
て
三
和
村
と
な
り
ま
し
た
。
�

　
小
学
校
は
旧
地
区
に
一
校
ず
つ
�

あ
り
、
里
公
、
上
杉
、
美
守
小
学
�

校
の
三
校
、
中
学
校
は
三
和
中
学
�

校
一
校
で
す
。
�

　
地
形
的
に
は
、
平
坦
で
昔
か
ら
�

農
業
中
心
の
稲
作
、
単
作
地
帯
の
�

純
農
村
。
最
近
は
工
業
団
地
や
住
�

宅
団
地
等
造
成
し
て
い
ま
す
。
�

　
高
齢
化
（
六
十
五
歳
以
上
率
二
�

で
は
あ
り
ま
す
が
人
口
は
わ
ず
か
�

な
が
ら
で
は
あ
り
ま
す
が
増
え
て
�

き
て
い
ま
す
。
�

　
平
成
四
年
度
に
「
ふ
る
さ
と
学
�

校
」
を
開
校
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
�

で
は
公
民
館
が
高
齢
者
教
育
で
行
�

っ
て
い
た
「
寿
大
学
」
の
中
で
、
�

異
世
代
交
流
と
し
て
年
一
回
子
ど
�

も
達
と
田
植
等
の
活
動
を
行
っ
て
�

い
ま
し
た
。
�

　
（
寿
大
学
＝
昭
和
四
十
七
年
よ
�

り
高
齢
者
学
級
と
し
て
始
め
、
昭
�

和
五
十
一
年
に
寿
大
学
と
改
称
し
�

て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。）
�

　
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
計
�

画
が
あ
り
、
学
校
は
本
来
の
教
育
�

目
標
が
あ
り
ま
す
。
寿
大
学
と
し
�

て
も
受
講
者
は
全
村
か
ら
で
あ
り
、
�

学
校
へ
の
指
導
者
は
自
分
の
母
校
、
�

あ
る
い
は
孫
が
い
る
と
い
う
こ
と
�

で
親
近
感
も
あ
り
各
地
域
か
ら
個
�

別
に
指
導
者
を
お
願
い
し
て
き
ま
�

し
た
。
�

　
豊
か
な
心
と
心
身
と
も
に
た
く
�

ま
し
い
子
ど
も
達
の
育
成
と
高
齢
�

者
の
社
会
生
活
の
充
実
を
め
ざ
し
、
�

高
齢
者
の
体
得
し
た
知
識
や
知
恵
、
�

技
能
、
生
活
体
験
等
を
学
校
教
育
�

活
動
に
積
極
的
に
活
用
す
る
と
と
�

も
に
、
高
齢
者
と
小
中
学
生
と
の
�

交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
�

し
た
。
�

①
計
画
立
案
（
前
年
度
に
予
定
を
�

事
務
局
に
提
出
）
�

　
・
各
学
校
の
担
当
者
が
中
心
に
�

　
・
実
施
計
画
は
事
務
局
へ
一
部
�

提
出
。
�

　
・
事
務
局
は
各
学
校
の
担
当
者
�

と
打
ち
合
わ
せ
会
を
開
催
す
�

る
。（
四
月
）
�

②
指
導
者
へ
の
協
力
依
頼
、
事
業
�

案
内
�

　
・
事
業
予
定
日
の
一
週
間
前
に
�

案
内
状
を
出
す
。
�

③
当
日
の
運
営
�

　
・
事
務
局
、
学
校
、
指
導
者
と
�

活
動
の
前
に
簡
単
な
打
ち
合
�

　
・
進
行
は
各
学
校
で
行
う
。（
児
�

童
・
生
徒
に
活
躍
の
機
会
を
�

与
え
る
。）
�

④
記
録
�

　
・
学
校
担
当
者
は
活
動
の
記
録
�

　
教
育
的
効
果
と
し
て
、
知
識
、
�

技
能
の
伝
達
だ
け
で
な
く
、
子
ど
�

も
と
高
齢
者
（
地
域
）
相
互
の
心
�

の
交
流
、
高
齢
者
へ
の
敬
愛
、
高
�

齢
者
の
生
き
が
い
等
、
多
く
を
期
�

待
ど
お
り
展
開
し
て
い
ま
す
。
�

（
相
乗
効
果
）
�

　
現
在
学
校
計
画
に
そ
っ
て
、
栽
�

培
的
活
動
、
歴
史
的
な
学
習
、
生
�

活
科
に
お
け
る
指
導
を
し
、
指
導
�

者
も
高
齢
者
が
中
心
で
す
が
、
今
�

後
内
容
の
輪
を
広
げ
て
、
指
導
者
�

も
地
域
全
体
と
し
て
、
よ
り
一
層
�

子
ど
も
達
の
育
成
を
、
そ
し
て
地
�

域
の
中
の
学
校
に
な
る
よ
う
事
業
�

を
組
織
し
て
い
き
ま
す
。
�

十
三
、
八
％
）
で
、
少
子
化
傾
向
�

の
関
わ
り
を
明
確
に
す
る
）
�

（
指
導
者
の
役
割
・
子
ど
も
と
�

な
っ
て
実
施
計
画
を
立
て
る
。
�

学
校
か
ら
指
導
者
に
依
頼
状
、
�

わ
せ
、
活
動
後
に
は
反
省
会
�

を
も
つ
。
�

を
と
り
事
務
局
へ
提
出
す
る
。
�

今回は、地域の人材を活用した学習プログラムを二つ紹介�
活用している津南町の事例、もう一つは、地域の高齢者を�

きょうは、わた�

一
　
は
じ
め
に
�

二
　
経
過
�

三
　
事
業
の
目
的
�

四
　
実
践
例
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
�

五
　
成
果
�

六
　
課
題
�

　
・
事
務
局
は
全
村
に
チ
ラ
シ
を
�

配
布
し
て
指
導
者
を
募
集
す
�

る
。
�

昔の生活の様子を黒板を使用して語る�

冬に備えて「冬囲い」を習う中学生�
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広
神
村
�

出
前
行
政
講
座
�

　
広
神
村
で
は
昨
年
度
か
ら
学
習
�

相
談
事
業
の
一
環
と
し
て
「
出
前
�

行
政
講
座
」
を
開
い
て
い
ま
す
。
�

　
こ
れ
は
、
村
が
行
っ
て
い
る
施
�

策
や
業
務
を
中
心
に
四
十
も
の
メ
�

ニ
ュ
ー
を
用
意
し
、
職
員
が
希
望
�

者
の
と
こ
ろ
ま
で
出
向
い
て
学
習
�

会
を
開
催
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
�

　
開
講
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
は
�

各
課
が
出
前
で
き
る
も
の
を
検
討
�

し
た
後
、
諸
会
議
で
協
議
し
、
全
�

庁
を
あ
げ
て
の
生
涯
学
習
の
推
進
�

と
い
う
こ
と
で
共
通
理
解
を
図
っ
�

て
き
ま
し
た
。
な
お
、
紹
介
や
仲
�

介
な
ど
の
事
務
は
教
育
委
員
会
が
�

行
っ
て
い
ま
す
。
�

　
当
初
は
あ
ま
り
活
用
さ
れ
ま
せ
�

ん
で
し
た
が
、
口
コ
ミ
な
ど
で
集
�

落
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
グ
ル
ー
プ
、
�

学
校
な
ど
か
ら
三
十
二
回
の
依
頼
�

が
あ
り
、
延
べ
四
十
一
人
の
職
員
�

が
出
前
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
�

た
。（
受
講
者
数
は
一
二
二
三
人
）
�

時
に
は
車
座
に
な
っ
て
冗
談
が
飛
�

い
あ
い
と
進
め
て
お
り
ま
す
。
�

　
主
な
内
容
と
し
て
、「
福
祉
行
政
」
�

「
医
療
と
薬
」「
議
会
の
し
く
み
」
�

「
冬
期
の
除
雪
」「
ゴ
ミ
処
理
」
な
�

ど
が
あ
り
ま
し
た
。
最
近
で
は
当
�

初
設
け
て
い
な
か
っ
た
「
ウ
ォ
ー
�

キ
ン
グ
」
や
「
公
園
整
備
」
な
ど
�

と
い
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
の
要
望
が
あ
�

り
、
改
め
て
「
学
び
の
対
象
は
広
�

い
」「
生
活
の
な
か
に
学
び
あ
り
」
�

と
い
う
こ
と
を
教
わ
る
と
と
も
に
�

職
員
自
身
の
生
涯
学
習
に
も
な
っ
�

て
お
り
ま
す
。
�

　
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
講
座
が
ま
�

す
ま
す
充
実
・
活
用
さ
れ
、
学
習
�

を
深
め
る
の
は
勿
論
の
こ
と
、
学
�

社
融
合
や
住
民
と
行
政
、
住
民
同
�

士
の
交
流
の
機
会
に
な
り
、
ひ
い
�

て
は
、
住
民
参
加
に
よ
る
村
づ
く
�

り
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
指
し
て
�

い
き
ま
す
。
�

生涯学習の基地紹介�

新
潟
市
こ
ど
も
�

創
作
活
動
館
�

新
潟
市
�

　
こ
の
度
の
教
育
改
革
の
中
で
は
、
�

子
ど
も
達
の「
生
き
る
力
」を
育
む
�

手
立
て
の
一
つ
と
し
て
、地
域
社
会
�

に
お
け
る
教
育
を
一
層
活
性
化
す
�

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
�

ま
す
。新
潟
市
こ
ど
も
創
作
活
動
館
�

は
こ
の
流
れ
を
受
け
て
、新
潟
市
が
�

平
成
十
年
四
月
開
設
し
た
子
ど
も
�

の
た
め
の
施
設
で
、幼
児（
保
護
者
同
�

伴
）・
小
学
生
・
中
学
生
が
利
用
で
き
�

ま
す
。
�

　
当
館
の
事
業
は
、創
作
活
動
や
鑑
�

賞
活
動
に
係
る
事
業
を
主
催
す
る
�

こ
と
、自
由
な
遊
び
場
を
求
め
る
個
�

人
利
用
者
や
子
ど
も
の
た
め
の
団
体
�

に
施
設
を
提
供
す
る
こ
と
の
二
本
�

柱
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
�

次
の
よ
う
で
す
。
�

達
は
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
す
。
�

も
の
ま
で
を
取
扱
い
ま
す
。
�

事
業
で
す
。
�

　
鑑
賞
活
動
は
市
内
外
で
活
躍
す
�

る
人
達
に
出
演
を
お
願
い
し
て
、こ
�

ど
も
コ
ン
サ
ー
ト
・
演
劇
・
人
形
劇
・
�

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
・
腹
話
術
・
パ
ネ
ル
シ
�

ア
タ
ー
・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
�

多
彩
な
催
し
を
企
画
し
、子
ど
も
達
�

か
ら
喜
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
�

　
テ
レ
ビ
や
C
M
な
ど
で
手
軽
に
さ
�

ま
ざ
ま
な
芸
能
に
接
す
る
こ
と
が
�

で
き
る
今
日
で
は
あ
り
ま
す
が
、生
�

の
演
奏
や
公
演
を
観
賞
す
る
体
験
�

は
貴
重
で
す
。
�

　
豊
か
な
感
性
を
育
む
た
め
に
は
、
�

幼
児
期
か
ら
日
常
的
な
遊
び
を
通
�

し
て
創
作
的
活
動
に
触
れ
て
い
く
こ
�

と
が
大
切
で
す
。
�

・
�

　
�ま
ず
、創
作
活
動
の
主
な
も
の
は
�

創
作
ク
ラ
ブ
…
造
形
チ
ャ
レ
ン
ジ
�

A
・
造
形
チ
ャ
レ
ン
ジ
B
・
や
き
も
�

の
・
親
子
陶
芸
の
四
つ
の
コ
ー
ス
を
設
�

継
続
的
な
創
作
活
動
を
行
っ
て
い
�

ま
す
。こ
こ
で
は
、小
・
中
学
校
の
美
�

術
教
師
を
中
心
と
し
た
メ
ン
バ
ー
の
�

指
導
の
も
と
で
、学
校
で
は
な
か
な
�

か
で
き
な
い
創
作
活
動
に
子
ど
も
�

・
�

　
�次
に
、主
な
鑑
賞
活
動
に
関
す
る
�

創
作
教
室
…
そ
の
都
度
希
望
者
�

を
募
り
、土
曜
や
日
曜
を
利
用
し
�

て
、一
回
二
時
間
程
度
で
で
き
る
�

手
軽
な
創
作
活
動
と
、数
回
継
続
し
�

て
じ
っ
く
り
作
品
を
仕
上
げ
る
活
�

七
宝
・
陶
芸
な
ど
か
な
り
高
度
の
�

し
た
ク
ラ
フ
ト
か
ら
、木
工
や
木
彫
・
�

児
向
け
の
粘
土
遊
び
や
紙
を
素
材
に
�

る
子
ど
も
の
年
齢
層
に
応
じ
て
、幼
�

あ
り
、取
扱
う
題
材
も
対
象
と
す
�

館
の
職
員
が
お
世
話
す
る
こ
と
も
�

者
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
�

動
と
が
あ
り
ま
す
。外
部
か
ら
指
導
�
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び
交
う
シ
ー
ン
も
あ
り
、
和
気
あ
�

け
、前
期
と
後
期
各
七
回
程
度
の
�



特集�

情報紙「生涯学習にいがた」２５号� 平成１１年７月発行�

－7－�

　
学
習
相
談
は
、
生
涯
学
習
社
会
に
向
け
て
、
市
�

民
の
学
習
意
欲
を
喚
起
し
、
生
涯
学
習
を
推
進
す
�

る
条
件
整
備
、
環
境
作
り
の
一
つ
と
し
て
行
わ
れ
�

る
も
の
で
す
。（
『
学
習
相
談
H
A
N
D
B
O
O
K
』
�

横
浜
市
教
育
委
員
会
作
成
二
頁
よ
り
）
�

　
学
習
相
談
の
主
な
目
的
は
、
�

①
学
習
希
望
者
の
潜
在
的
な
学
習
要
求
を
聞
き
出
�

し
、
具
体
的
な
学
習
活
動
に
ま
で
引
き
上
げ
る
�

こ
と
�

③
学
習
活
動
を
行
う
中
で
、問
題
や
悩
み
を
聞
き
、
�

そ
の
解
決
を
助
け
る
こ
と
�

②
学
習
者
の
学
習
活
動
の
質
を
高
め
、
継
続
的
な
�

も
の
に
す
る
こ
と
�

ス
テ
ム
の
整
備
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
�

「
生
涯
学
習
の
た
め
の
学
習
情
報
提
供
・
相
談
体
�

　
つ
ま
り
、
学
習
相
談
と
は
学
習
者
（
学
習
グ
ル
�

ー
プ
・
団
体
を
含
む
）
が
自
分
自
身
で
解
決
で
き
�

な
い
学
習
上
の
問
題
を
も
っ
た
場
合
に
、
相
談
員
�

が
学
習
情
報
を
提
供
し
た
り
、
学
習
の
技
術
や
方
�

法
を
紹
介
し
た
り
し
な
が
ら
、
そ
の
悩
み
や
問
題
�

を
解
決
す
る
の
を
助
け
る
活
動
で
、
一
人
ひ
と
り
�

が
自
由
に
、
自
ら
テ
ー
マ
や
手
段
・
方
法
を
選
ん
�

で
学
習
活
動
を
進
め
て
い
け
る
よ
う
に
支
援
す
る
�

一
　
学
習
相
談
と
は
�

二
　
学
習
相
談
の
目
的
�

制
の
在
り
方
」
一
九
八
七
年
）
�

の
が
学
習
相
談
の
目
的
で
す
。（
前
掲
書
二
頁
）
�

①
学
習
相
談
の
流
れ
と
ツ
ー
ル
の
開
発
�

　
学
習
相
談
の
始
ま
り
か
ら
終
了
ま
で
の
一
�

連
の
流
れ
を
つ
く
る
こ
と
と
相
談
票
や
相
談
�

記
録
な
ど
の
ツ
ー
ル
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
�

っ
て
、
ど
の
学
習
相
談
担
当
者
が
相
談
に
応
�

じ
て
も
一
定
の
成
果
が
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な
�

環
境
を
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
�

②
学
習
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
と
相
談
員
の
�

資
質
�

気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
相
談
し
た
り
情
報
の
収
�

集
や
交
換
が
で
き
る
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
を
設
�

け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
�

　
ま
た
、
学
習
相
談
や
情
報
収
集
・
整
理
に
�

あ
た
る
担
当
者
を
育
成
し
、
よ
り
幅
広
い
相
�

談
内
容
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
資
質
を
高
め
て
�

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
�

③
学
習
情
報
の
収
集
・
整
理
と
共
有
�

　
学
習
相
談
に
あ
た
っ
て
は
学
習
者
が
学
習
�

を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
各
種
�

情
報
を
収
集
し
て
お
く
と
と
も
に
、
必
要
に
�

応
じ
て
す
ぐ
に
引
き
出
せ
る
よ
う
整
理
し
て
�

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
�

　
ま
た
、
学
習
者
は
市
町
村
を
越
え
て
広
域
�

的
に
活
動
し
て
い
る
現
在
、
情
報
の
共
有
を
�

円
滑
に
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
�

り
ま
す
。
�

三
　
課
題
�

学
習
相
談
と
学
習
情
報
提
供
の
あ
り
方
�

学習相談と情報提供�

学習者のタイプ�

学習援助の視点�

明確な回答を正確�
迅速に提供する�

何を求めているかを�
的確に把握する�

相談の意図をくみ取る�

何を求めているか把握する�

次回へつなげる�

学習情報を提供する� 学習相談を行い、問題点を�
明確にする�

学習情報を提供する、助言�
する�

対応�

タイプA タイプB タイプC

明確な情報を求めてくるタイプ� 漠然としたタイプ�ある程度明確な問題�
意識に基づいたタイプ�

と
さ
れ
て
い
ま
す
。（
文
部
省
・
学
習
情
報
提
供
シ
�

　
市
町
村
に
お
い
て
は
、
住
民
が
い
つ
で
も
�
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情報紙「生涯学習にいがた」２５号� 平成１１年７月発行�

＜学習相談件数は年々増加しています。＞�
市町村・学校関係者から� 個人の方から�
○すぐれた公民館活動か学社融合を推進�
している先進地を視察したい。候補地�
をさがしてほしい。�

○家庭教育の講師をさがしている。�

がしている。�
○川についての講座を企画したい。同じ�
川の講座を企画した市町村を紹介願い�
たい。�

○何か学習したい。どこから手を着けた�
らよいか教えてほしい。�

○カウンセラーの資格を取りたい。�

○ペットの専門学校を知りたい。�
○�

○�

○�

ホームヘルパーの養成学校を知りたい。�

高齢者向けのパソコン教室はないのか。�
どこでおこなっているか教えてほしい。�
家庭教育の在り方について勉強したい。�

＜閲覧室は情報の広場です。＞�どうぞおいでください。�

〒950-8602　新潟市女池2066番地�
新潟県立生涯学習推進センター�

FAX
電話�　025-284-6119

　025-284-6019

＜学習相談の御利用はこちら＞�

　学習相談や生涯学習研修に�
欠かせないのが書物や資料・�
情報です。学習相談室ととも�
にある閲覧室では写真に示し�

学習相談に正しく対応できる�
よう、またどなたにも閲覧で�
きるようにしております。�
　どうぞ、おいでください。�

た文献、情報・資料を用意し、�

インターネットでラ・ラ・ネ�
ットやニルスプランなどを見�
ることができます。�県内112市町村の広報誌、施設パンフ・観光パンフなど�

のボックス、都道府県のボックスがあります。�

観光雑誌「るるぶ」を全国分、お持�
ち帰りできる講座、講演会、イベン�
トなどのパンフレットやリーフレッ�
トなども用意しております。�

県内の博物館、美術館、東京都の博物館、美術館�
のパンフを用意しております。�

生涯学習の書物、国、都道府県、県内市町村の計画書、報告書、調査資料などそろえてお�
ります。�

生涯学習関係の雑誌があり�
ます。�

○人材バンクを整理している市町村をさ�

＝ 編 集 後 記 ＝�
　今号の特集では、地域の人材を活用した学
習プログラムの事例を紹介しました。また、
学習相談の基礎を紹介しました。市町村にお
ける生涯学習プログラム作成に活用していた
だければ幸いです。�
　なお、財政事情から本年度の印刷による発
行は今号が最後となりました。今後は当セン
ターのホームページ上でお届けすることとな
ります。御不自由をおかけすることとなり、
申し訳ありませんが、今後も御協力をお願い
申し上げます。�
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